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妊娠高血圧マウスにおける過剰分の AT1 シグナルを抑え，正常レベルを保持した ARB 投与による解析か
ら，妊娠高血圧症で認められる AT1 シグナルの亢進が母体や胎児の病態発症に大いに寄与することを示唆
する見解を示した。このことは，妊娠高血圧症の病態発症・進展メカニズムを解明する上で，非常に有用な
知見と判断される。また，妊娠高血圧マウスの母体病態としてヒトの HELLP 症候群様の病態を示したこと
から，妊娠高血圧マウスがヒトの HELLP 症候群における病態モデルとなりうる可能性を新たに示した。さ
らに，妊娠高血圧マウスにおける心臓病態を病理組織学的に詳細に解析した結果，心肥大や線維化といった
心リモデリングが生じているほか，心筋細胞の破壊やアポトーシスなどの組織傷害が認められることを示し，
これらの心臓病態は ARB 投与によって改善することを明らかにした。この結果は，今まで解析する手段が
ない理由から研究が困難とされていた妊娠高血圧症と心臓病態について，詳細な所見を得ることができたこ
とは，今後の妊娠高血圧症による心臓病態を詳細に理解するための有益な知見になると期待できる。
よって，著者は博士（学術）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
